
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

九州3地域における気象要因とシバおよびセンチピー
ドグラスの生産量との関連性

松尾, 直樹
九州大学農学部

井上, 眞理
九州大学大学院農学研究院

古屋, 忠彦
九州大学大学院農学研究院

鄭, 紹輝
九州大学大学院農学研究院

他

https://doi.org/10.15017/4329

出版情報：九州大学大学院農学研究院学芸雑誌. 59 (2), pp.89-97, 2004-10-01. 九州大学大学院農学研
究院
バージョン：
権利関係：



九大農学芸誌（Sci．Bull．Fac．AgL，KyushuUniv．）

第59巻第2号89－97（2004）

九州3地域における気象要因とシバおよび

センチピードグラスの生産量との関連性

松尾直樹1・井上眞理・古屋忠彦
　　　　　鄭　　紹輝・福山正隆＊
九州大学大学院農学研究院植物資源科学部門農業植物学講座作物学研究室

　　　　　　（2004年3月31日受付，2004年7月13日受理）

The　Association　Between　Atmospheric　Factors　and　Productivity　of
　　Japanese　Lawngrass　an（1Centiped，eg：rass　Cultivated　at　Three

　　　　　　　　　　　　Areas　in　Kyushu　District

Naoki　MATsuo1，Mari　IwAYんINouE，Tadahiko　FuRuYA，
　　　Shao．Hui　ZHENG　and　Masataka　FuKuYAMA＊

　　　Laboratory　of　Crop　Science，Division　of　Agricultural　Botany，

　　　　Department　of　Plant　Resources，Faculty　of　Agriculture，

　　　　　　Kyushu　University，Fukuoka812－8581，Japan

緒 口

　21世紀の地球環境は温暖化による高温および降雨の

不順など生育環境の悪化が予測されており，わが国に

おいても1900年以降の100年間で平均して1．0℃上昇し

たとされる（原沢・西原，2003）．これらに対する影

響は関東以西の温暖地において，特に顕著になると予

測される．

　夏期の温度が30℃以上に達する高温下で安定的に緑

地を維持できるのはシバ（Zoッsめノαpoη∫cαSteud。）

やバヒアグラス（Pαspα如肌ηoεα加配F．）などごく

少数の草種であり，現在九州地域においては，主にバ

ヒアグラスを放牧用の牧草として利用している．しか

し，バヒアグラスは耐寒性に乏しく栽培可能地域が限

定されている．また，葡旬茎を有するものの株型の生

育様式をとり，刈取後株間に雑草が繁茂するなどといっ

た欠点もある．一方，シバは地下茎における耐寒性が

優れ，北限地域としては北海道の石狩川河口付近とさ

れる（吉村ら，1990）．また，嗜好性においてもバヒ

アグラスはシバ，センチピードグラス（E陀肌oehoα

ophεμroεdθs　Munro．）と比較すると劣ると考えられ

ている．シバは飼旬茎で繁殖するため一度定着すると

雑草を抑え，低施肥下では安定な草地を形成できる。

特に，シバの中でも品種アサガケは旺盛な繁茂を示す

ことから有望視され，地域によってはバヒアグラスに

変わる放牧用の牧草として期待されている．しかし，

バヒアグラス・シバは初秋に黄化し，緑地維持期間が

十分ではない．また，シバは播種造成の場合には初期

成育がきわめて悪く，安定なシバ草地を形成するのに

5～10年という長年月を要するとされる．これらのこ

とを考慮すると，今後，一層の高温，早魑にも耐えら

れ，農業的にも公益的にも利用可能であり安定的に緑

地を形成することが可能な草種の探索が必要とされる．

その一つとしてセンチピードグラスが有望視されてい

る．センチピードグラスは東南アジアを原産地とする

暖地型芝草で，C4型の多年草であり，耐寒性に弱い

反面，耐暑性，耐干性に優れ酸性の痩せ地でもよく育

つ（センチピードグラス植生マニュアル委員会，1997）．
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世界の温暖地では有力な草種であるが，日本の九州な

どの温暖地では，これまで生産性が低く，耐寒性が劣

るとして取り上げてこなかった．しかし，地球温暖化

の影響によって九州での利用の可能性が生じてきてい

る．センチピードグラスはシバよりも種子の定着性，

葡旬茎の伸長性に優れ，早期の草地化が可能である．

また嗜好性も良好である．初秋における生産量も高い

ことから，放牧用の牧草としてバヒアグラスやシバに

代わる可能性のある草種であると考えられる．また，

C4植物は耐乾性が強いとされているが，比較的根域

の浅い芝型草地の場合には，夏期の土壌水分が生育量

に及ぼす影響が大きいと考えられる．

　そこで，本研究では，気象条件の異なる九州の3地

域（福岡市，大分県久住町，鹿児島市）におけるC4

植物シバおよびセンチピードグラスの季節乾物生産量

を把握し，それらと気候，日射量，土壌水分との関係

を明らかにし，さらに三要因と重回帰分析を用いて両

草種の気象生産力を評価する．土壌中の水の利用につ

いては，根が深く関係しているため，土壌中における

両草種の根の生育量および分布割合についても調査し

た．

材料と方法
　供試材料は，シバ（ZqysめノαpoπεcαSteud．cv．

asagake）およびセンチピードグラス（Elrε1πochZoα

ophεμroεdθs　Munro．cv．common）を用いた．

　プランター（幅65cm×奥行29cm×深さ22cm）に黒

粒培土・赤玉土・バーミキュライトをそれぞれ1：1：

1で充填した．基肥として高度化成肥料（N：P：K＝

16：16：16），炭酸苦土石灰，溶リンをプランター当

たりそれぞれ40g施肥した．

　シバおよびセンチピードグラスのソッドを2001年12

月中旬に，それぞれ移植した．その後，昼／夜温が30／

25℃のガラス室で約3か月間育成させた．2002年3月

下旬に，各草種の供試材料を地際から3cmで刈取り，

福岡市東区箱崎（九州大学内貝塚圃場，標高3m），

鹿児島市郡元（鹿児島大学内圃場，標高4m），大分

県久住町（九州大学附属農場高原実習場，標高950m）

の3地域に上記プランター植えの両種を2反復ずつ地

中に埋め込んで設置した．なお，植え込み時に，プラ

ンターの底の部分はカットし，現地の土壌となじませ

た．2003年4月までの約1年間は各地域の環境条件に

順化させるため，1か月ごとに3cm以上を刈り取り，

年間15kg／10aになるように追肥を行った．

　2003年4月中旬にプランター内の裸地の部分に当該

草種を再移植し，5月下旬から約1か月間隔で生育調

査を行った．生育調査は各プランター2箇所において，

25cm×25cmの枠で地際から3cm以上の高さで刈取

りを行い，葉・茎の乾物重の測定を行った。刈取り後，

年間で施肥量が15kg／10aになるように高度化成肥料

を7回分施した．

　気象条件に関しては，気温，湿度，日射量，土壌水

分について測定を行った．気温・湿度に関しては気温

および湿度計（SK－L200TH，佐藤計器製作所）を用

い地上高120cmの位置に，直射日光が当たらないよ

うにアルミ板とプラスチック容器を用いて覆いをし，

その中にセンサーを取付け，1時間毎に測定を行った．

日射量に関しては，日射計（MES－151，小糸工業）

を高さ90cmの位置に取付け，15分毎に測定を行った．

土壌水分に関しては，土壌水分計ECHOプロープ
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（EC－1，盟和商事）をプランターの地表面から深さ10

cm’の位置に設置し，30分毎に測定を行った．ECHO

プローブは土壌中の水分を電気誘導率から測定する測

器であり，出力装置にはmVで表示されるが，土壌

の種類によって異なる．ここでは本試験で用いた混合

土でキャリブレーションを行った．はじめに混合土に

水を含ませ，ECHOプローブで測定し，混合土を乾

燥させた後秤量し，土中の水分を重量パーセントで求

め，重量パーセントとmVとの関係式を，各地域で

用いるプローブごとに求めた（図1）．5月から11月ま

での一連の生育調査およぴ生育期間における気象デー

タの測定が終了後，統計ソフトJMP（SAS　Ins．）を

用いて重回帰分析を行い，各気象条件が両種の成育に

及ぼす影響について検討した．

　また，根の成長量および分布割合について調査する

ために，一連の生育調査が終了した後，2004年1月15

日に九州大学内貝塚圃場のシバおよびセンチピードグ

ラスの根を，1プランター当たり2か所，両草種とも

に4反復ずつ，ライナー採土器（DIK－110B，大起

表1　九州3地域におけるシバおよびセンチピード
　　グラスの総乾物重．

　　　　　　シバ　　　　センチピードグラス
草種　　　（Zqγsεα」αpoηεcαSteud．）　（Ereη1㏄みσαP配μro娩s　Munrα）

理化工業）を用いて面積27。35cm2，深さ30cmで採集

し，採集した土壌中に含まれる根（地下茎は除去）に

ついて，1）0～2．5cm，2）2．5～5．Ocm，3）5．0～

10．Ocm，4）10．0～15．Ocm，5）15．0～20．Ocm，6）

20．Ocm以下の6層ごとに分別した後，85℃，48時間

で乾燥させた後，乾物重を測り，各層における根の成

長量および分布割合を調査した．

総乾物重（gm－2）

結 果

生育地
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316．18

791．68

627．48

＊生育期間（6月から11月）にサンプリングした乾物

重の合計．

　九州3地域における両種の地上部の乾物重の推移を

図2に示している．シバにおいて鹿児島では7月に最

大となりその後減少する傾向が見られた．福岡では8

月に最大となり，2次曲線的な推移を示した．久住で

は7～9月には比較的高い乾物生産を示し，その他の

月には低い値となった．10月以降は地域差がみられな

くなった．センチピードグラスにおいてもシバと同様

の推移を示した．また，9月以降には地域差が認めら

れなかった．

　九州3地域におけるシバおよびセンチピードグラス

の生育期間中の総乾物重を表1に示した．地域問でシ

バおよびセンチピードグラスの生育量の比較を行うと，

シバは地域間で生育量に大きな違いがみられなかった

が，センチピードグラスは地域ごとに生育量に大きな

差がみられ，久住での値が最も低く，次に鹿児島，福

岡の順で高くなった．各地域でシバおよびセンチピー

ドグラスの生育量を比較すると，久住ではシバの方が，

福岡ではセンチピードグラスの方が生育量は高くなっ

た．これに対し鹿児島では大きな差がみられなかった．

　図3に3地域の有効積算温度，平均日射量，平均土

壌水分の推移を示した．有効積算温度は1日の平均気

温から10℃を差引き，生育期間中の合計で求めた．平
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図3　九州3地域における気象要因の月平均推移．

　　A有効積算温度，B平均日射量，C平均土

　　壌水分
　　一〇一久住，一●一福岡，一■一鹿児島

均日射量および平均土壌水分は，生育期間中の平均で

求めた．有効積算温度は鹿児島と福岡では大きな差は

みられなかったが，久住は他の2地域と比較していず

れの月においても約200℃低い値を示した．平均日射

量は3地域において差はみられなかった．平均土壌水

分は久住では生育期間を通して常に40～50％とかなり

高い値を維持したが，鹿児島と福岡では月毎に変動が

みられた．

　シバおよびセンチピードグラスの乾物重と各気象デー

タとの関連性について検討すると，有効積算温度とは

日射量や土壌水分に比べ比較的高い相関関係が見られ

た．有効積算温度が高くなるほどシバおよびセンチピー

ドグラスの乾物重が高くなる傾向がみられた（図4A，

B）．月平均日射量は3地域で差がみられなかったこ

とから，乾物重との関連性がほとんどみられず（図4

C，D），月平均土壌水分も久住と福岡で正の相関があ

るのに対し，鹿児島では認められず，このため，3地

域を通じては両草種とも明確な相関関係はみられなかっ

た（図4E，F）．

　これまでの調査で得られた乾物重と有効積算温度，

日射量，土壌水分の各気象条件との関係について総合

的に検討するために統計ソフトJMP（SAS　Ins．）を

用いて重回帰分析を行い，以下の関係式を得た．

シバ：

　ッ＝0．3740×1十〇。2279×2＋4．4539×3－274．8596

　　　　　　　　　　　　　　　　（R2ニ0．69）

センチピードグラス：

　ッ＝0．2678×1－0．4555×2十〇．0896×3十97．9945

　　　　　　　　　　　　　　　　（R2＝0．31）

（y：乾物重，Xl：有効積算温度，X2：平均日射量，

X3：平均土壌水分）

　シバでは比較的高い相関係数がみられ，生育に対し

て3つの気象条件が大きく影響を及ぼしているのに対

し，センチピードグラスでは相関係数が低く，また，

土壌水分の係数が極めて低く，日射量の係数がマイナ

スになるなど，生育に関して，これらの気象条件のみ

からは十分に説明できないことが示された．

　一般的な草地試験の場合，土壌水分は考慮しないこ

とが多いため，土壌水分を除いた重回帰分析を行い，

以下の関係式を得た．

シバ：

　ツ＝0．2394濁＋0．3267×2－91．0012　（R2＝0．47）

センチピードグラス：

　ツ＝0．2262濁一〇．1210×2＋18．5675　（R2ニ0．29）

③：乾物重，X1：有効積算温度，X2：平均日射量）

　シバにおいて土壌水分を除いた重回帰分析による相

関係数は，土壌水分を含めた重回帰分析による相関係

数の約2／3の値を示し，一方，センチピードグラス

では，大きな変化はなかった．このようにシバにおけ

る土壌水分の影響は，単相関では明瞭ではないが，重

相関では相関係数を高めており，乾物生産推定精度を

向上させる一要因であると考えられる．

　シバおよびセンチピードグラスの根域における根の
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図4　九州3地域における気象要因とシバおよびセンチピードグラスの乾物重との関係．

　　A，B有効積算温度，C，D平均日射量，E，F平均土壌水分，A，C，Eシバ，
　　B，D，Fセンチピードグラス
　　○久住，●福岡，■鹿児島

乾物重の比較を図5Aに，根の分布割合の比較を図5

Bに示した．両種とも同様の傾向が見られたが，0

～5．Ocmの層ではシバの方で分布割合が高く，5．Ocm

以下の層ではいずれの層においてもセンチピードグラ

スの方が高かった．乾物重ではいずれの層においても

センチピードグラスの方が高く，シバに比べて0

～5．Ocmの層で約2倍，5，0cm以下の層では約3倍の

重さを示した．

考 察

シバ

シバは永年生植物で，4月上～中旬に直立茎が伸長

を開始する．伸長後，ほどなくして出穂し開花・結実

する．シバの成長が最大になるのは，この生殖成長が

終わったあとの栄養成長期においてであり，これは，

通常のイネ科植物が栄養成長期後の生殖成長期に最大

の成長を示すのと著しく相違していることを報告して

いる（庄司，1972）．シバのこのような特長から，乾

物重が最大に達するのは夏季で，庄司（1974）の報告

によると乾物は8月に最大に達したとし，三田村ら

（1984）によると9月初旬に最大になったとしている．

本実験の結果においても福岡では8月に最大となり，

久住では9月に最大となり，これらの結果と一致して

いた（図2A）．一方，鹿児島においては7月に最大
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図5　シバおよびセンチピードグラスの根域に
　　おける根の乾物重と分布割合の比較．

　　A，乾物重，B，分布割合
　　■，シバ，□，センチピードグラス

　　　＊は5％水準で有意差があることを示す

となった．この理由として，高温になると呼吸量が増

加し，乾物重の減少につながることが考えられる（三

田村ら，1984）．実際，鹿児島の8月の平均気温は

28．9℃で，最高気温は38．9℃に達しており，乾物重が

減少したのは，この高温が大きな要因ではないかと考

えられる．

　シバの北限は北海道の石狩川河口付近である（吉村

ら，1990）．また，標高はかなり高標高まで生育可能

であり，長野県菅平牧場（標高1550m）においても自

生地がある（石田，1990）．本研究の試験地である久

住町は標高が950mであるが，福岡・鹿児島と比較し

ても，年間を通じた総乾物重に大きな差はみられなかっ

た．このことからも高標高地域でも十分生育可能であ

ることが明らかとなった（表1）．

　気温と乾物重との関係については，相関係数は0．32

と低い値であったが（図4A），地域ごとに分けた相

関係数は，久住で0．95，福岡で0．58，鹿児島で0．97で，

いずれの地域でも図4Aの相関係数を上回り，特に

久住と鹿児島においては気温と乾物重との間に極めて

高い正の相関関係があることが明らかとなった，積算

温度とシバの収量には高い正の相関関係があることが

報告されており　（原田ら，1992），本研究の結果は一

致した．また，平均気温15℃，最高気温19～20℃でシ

バの生育が停止することが推定されている（原田ら，

1992）．この時期は久住では10月中旬，福岡において

10月下旬，鹿児島において11月下旬に相当し，10月以

降に乾物重が激減した時期と一致した．

　日射量と乾物重の間には，R2＝0．0005と極めて低く，

相関関係は認められなかった（図4C）．シバ幼植物

を用いて，日長時間との関係については，日長時間が

長いほど，茎数，草丈の増加は高くなり，さらに，ほ

茎形成も早く始まり，ほ伏茎形成率も高くなることが

報告されている（庄司，1965）．今回の実験では地域

ごとの日射量の比較をしたが，3地域で差はみられな

かった（図3C）．3地域の4～11月の日照時間（気象

庁，2003）を比較すると，福岡市と鹿児島市が同程度

で，久住町が2地域に比べて約200時間少なかった．

日射量，日照時間において3地域での差が小さかった

ことが，年間の総乾物重における地域差が小さかった

ことにつながったと考えられる．

　土壌水分と乾物重との間には明確な相関関係はみら

れなかったが（図4E），久住においては相関係数が

0．74，福岡においては0．64と，比較的高い相関関係が

みられた．これまで植物の水利用については，根が深

く関係しているという報告が数多くあり，また，根は

耐乾性にも深く関与している（Huang，1999）．水ス

トレスに対して植物は適応・防御反応を示す．1つは

吸水力の維持であり，これには根の発達が強く関与す

る．芝草に置いても土壌深い位置での根の量が多いほ

ど耐乾性に優れていることが確認されている（Carrow，

1996；Huang，1999）．また，芝型草地においては根

の深度が高いほど水ストレス状態でのシバの質が良好

であることも確認されている（MarcumθむαZ．，1995）．

暖地型飼料作物を対象にトリチウムでラベルした水を

用いて，根から地上部への水の移動から耐乾性の解析

を行った結果，耐乾性に優れる種では根圧が高く水分

欠乏条件下でも根の生理活性が高いため，根が吸収し

た水を地上部に効率的に移送する能力が高いことが報

告されている（実岡ら，1988）．シバは耐乾性に感受

性があるとされており（Huang，1999），根の生育調

査において乾物重が低く，分布割合も比較的浅い位置

に集中していたことからも（図5A，B），これらの
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報告と一致した．

　センチピードグラス

　センチピードグラスは東南アジアを原産地とする暖

地型芝草で，C4型の永年生植物である．耐寒性に弱

い反面，耐暑性，耐干性は強く酸性の痩せ地でもよく

育つ（センチピードグラス植生マニュアル委員会，

1997）．草丈は低く，葉身は線形であり，ほ伏茎を伸

ばし密な芝地を形成するとされる．繁殖様式は種子と

ほ伏茎による栄養系の両方で行われる．晩秋から春に

は冬枯れし，耐寒性は弱いとされているが，北関東ま

で十分越冬可能であり，耐雪性もある．

　センチピードグラスは，図2Bからも明らかなよう

に，夏期には旺盛な生育を示す草種である．しかし，

久住町では常に有効積算温度が福岡市・鹿児島市に比

べて約200℃低いため（図3A），両地域と比較すると

毎月の収量が少なく，総乾物重が半減したと考えられ

る（図2B，表1）．

　有効積算温度と乾物重の間の相関係数は0．48と低く，

相関関係は認められなかった（図4B）．地域ごとの

相関係数は，久住町で0．90，福岡市で0．77，鹿児島市

で0。79と比較的高いが得られ，全ての地域で図4Bの

相関係数を上回った．以上のことから有効積算温度と

乾物重の間に正の相関関係があることが明らかとなっ

た．センチピードグラスは15℃から生育を開始し，高

温になるほど成長量は増加し，30℃付近で最大になり，

35℃以上では成長増加量が徐々に小さくなることが報

告されている（松井ら，2001）．本研究の結果は，3

地域においても平均気温が30℃付近になる7～8月に

かけて乾物重が最大になり，また，35℃以上に達する

ことがなかったことより松井らの結果を支持した．

　日射量と乾物重の間の相関係数は0．0005と極めて低

く（図4D），相関関係は認められなかった．地域ご

とに相関係数も，極めて低かった．センチピードグラ

スはC4植物であり，C4植物は一般的に強光，高温下

で光合成速度が増加する．光合成速度が増加すること

は収量が増加する要因の1つと考えられており，セン

チピードグラスにおいても強光，高温下で光合成速度

が増加することが明らかにされている（松井ら，2001）．

本研究においては各地域で日射量に大きな差がみられ

なかったことから，乾物重に対する日射量の寄与は小

さいことが考えられる（図3B）．

　土壌水分と乾物重の間の相関係数は0．02と低く　（図

4F），相関関係は認められなかった．各地域ごとの相

関係数は，久住においてのみ0．84と，比較的高い相関

関係が認められた．このことは気温の高い時期と降水

量が多かった時期が重なったことに依存すると考えら

れる．久住では常に35％以上の土壌水分を示したが総

乾物重は低かった．一方，鹿児島や福岡では35％以上

の土壌水分含量を示すことは，ほとんど認められなかっ

たにもかかわらず，久住と比べ総乾物重は約2倍を示

した．以上のことから，センチピードグラスは30％前

後の土壌水分で十分に生育可能だということが示唆さ

れた，2003年度の降水量を地域ごとに比較すると，久

住で一番高く，次いで鹿児島，福岡の順になった（気

象庁，2003）．このことはセンチピードグラスの総乾

物重とは逆の結果を示したことから，本草種は水分要

求量が小さいことが示唆された．

　シバとセンチピードグラスの比較

　有効積算温度が低い久住においても，シバは他の2

地域と比較しても総乾物重に差がなく，一方，センチ

ピードグラスは，半分に減少していた．シバはC4型

の暖地型牧草であるが，比較的耐寒性に優れており，

九州の大部分の地域において利用可能だと考えられる．

一方，センチピードグラスは一般にいわれているよう

に耐寒性に乏しく，久住では低い生産性を示し，九州

では高地での利用は難しく，比較的低い標高地域にお

いて利用可能だと考えられる．しかし，品種改良が進

みティフブレア等の耐寒性に優れた品種も開発されて

いる．ティフブレアは1H－NMRを用いると，約一20

℃まで耐寒性有することが報告されている（松田，

2003）．そのためティフブレアの利用については今後

の調査が待たれる．また，嗜好性においては，シバよ

りセンチピードグラスの方が優れているとされている

ため，低地ではバヒアグラスやシバに代わる夏期の牧

草として利用可能だと思われる．

　シバとセンチピードグラスでは，根の乾物重に大き

な差があった（図5A）．多くの植物で根と耐乾性に

は密接な関係があることが報告されており，根の量が

多く，土中深くまで伸長する植物は耐乾性に優れると

いわれている．本研究の結果では，両草種間で根の分

布割合に大きな差は認められなかったが，地下10．0～

20．Ocmの層に有意差がみられた（図5B）．また，乾

物重に2～3倍の差があり（図5A），センチピード

グラスの乾物重が多かった．一般に，シバ型草地の場

合，比較的根域が浅いとされているため，土中深くま

で根が伸長しないことにより，根の分布割合には大き

な差が出なかったと推察される．シバでは地下5．Ocm

の層までにほとんどが集中していたが，センチピード
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グラスでは深い層まで根が伸長していた．このことも

根系の発達に関係していると考えられる．しかし，シ

バでは40cm以下の深さまで根が伸長するという報告

もあることから（Huang，1999），本研究で得た30cm

よりさらに深い根圏を調査する必要があろう．

　シバはセンチピードグラスに比べて耐乾性は劣るが，

九州地方においては，2003年度は年間を通して十分な

降水量があったことから，土壌水分がシバの生産量に

及ぼす影響は小さかったと考えられる．しかし，乾物

重を目的変数，気象データを説明変数とした重回帰分

析では，シバにおいて土壌水分が相関係数を上昇させ，

一定の役割を果たしていることが考えられる．また，

シバにおける相関係数は0．69と，センチピードグラス

の0。31と比較し，2倍以上の差異があり，シバでは比

較的信頼性の高い式が得られた．本試験では，1年間

のデータしか用いることができなかったが，シバにお

いては気象条件と生産量に密接な関係があると認めら

れる．すなわち，気象条件からシバの成長量を推定で

きると考えられ，もっと長期問にわたる調査を行えば，

より信頼性の高い式が得られると期待できる．一方，

センチピードグラスでは今回の試験においては，有意

な相関関係はみられず，気象条件以外の要因が生育量

に寄与していることが示唆された．その要因として，

雑草の侵入が挙げられる．一般にシバ，センチピード

グラスの両草種は密に地下茎を生やし雑草の侵入を抑

えることが知られているが，センチピードグラスの区

画ではサンプリング時には毎回，メヒシバ（D頓εαrめ

c漉αr‘s　Koeler），ヨモギ（Arεεm観αprεηc¢ρs　Pam

pan），スギナ（Eαμ‘sθ加〃3α閲εηsεL，）などの雑草

の侵入が確認された．夏期には生育に影響を及ぼすほ

どの侵入ではないと観察されたが，春・秋期には著し

い侵入がみられ，センチピードグラスを圧倒していた

（データ未掲載）．久住町での試験地（九州大学附属高

原実習場内）は，上記の雑草以外に寒地型牧草である

オーチャードグラス（．Dαe妙漉8Zo〃とεr就αL．）も侵

入していた．オーチャードグラスはセンチピードグラ

スよりも大型の草種であり，久住町でのセンチピード

グラスの生産量が低いのは，低温の影響とともに，オー

チャードグラスとの競合による影響も大きいことが考

えられる．

　今後は，気象以外に生産量に影響を及ぼす諸条件を

考慮しながら，長期間の調査を行うことにより，九州

全域に適用できる乾物生産式の構築が可能となろう．

摘 要

　九州地域では夏期の放牧用の牧草として，主にバヒ

アグラスが利用されてきたが，近年の地球温暖化によ

り，暖地型芝草であるシバおよびセンチピードグラス

の利用の可能性が生じてきた．

　本研究では，気象条件の異なる九州の3地域（福岡

市，久住町，鹿児島市）におけるシバおよびセンチピー

ドグラスの季節乾物生産量を把握し，それらと気象条

件（気温，日射量，土壌水分）との関係を明らかにし，

さらに重回帰分析を用いて3要因と両草種の気象生産

力を評価した．九州地域においては両草種の生産量に

関して，日射量および土壌水分の影響は小さく，主に

気温に影響を受けることがわかった．シバは高地であ

る久住においても，低地と比較して生産量に差がない

ことから，九州の多くの地域で利用可能であることが

明らかとなった．一方，センチピードグラスは，久住

での生産量が福岡および鹿児島と比較してそれぞれ，

約60％および約50％も減少したことから，低温の影響

が大きく高地での利用は難しいと考えられる．しかし，

センチピードグラスの生産量は福岡において約27％，

鹿児島において約5％，シバの生産量を上回っており，

低地での利用が適していることが明らかとなった．
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Summary

　The　distribution　area　of　Japanese　lawngrass　and　centipedegrass　will　widely　spread，because

of　recent　global　warming，instead　of　bahiagrass　which　is　cultivated　as　summertime　pasturage

in　Kyushu　District．The　objects　of　this　study　was　to　grasp　the　sea．sonal　dry　matter　weight

of　Japanese　lawngrass　an（1centipedegrass　at　three　areas　in　Kyushu　District　（Fukuoka，

Kagoshima　and　Kuju）and　to　determine　the　association　between　dry　matter　weight　and　mete－

orological　elements（air　temperature，amount　of　solar　radi＆tion　and　soil　moisture　content）

with　multiple　regression　analysis．

　The　results　of　this　study　showed　that　the　effects　of　amount　of　solar　radiation　and　soil　mois－

ture　on　production　of　both　grasses　was　low，but　the　effect　of　air　temperature　was　high　in

Kyushu　District．　An（1there　was　Iittle　difference　between　dry　matter　weight　of　Japanese

lawngrass　in　highland（Kuju）and　in　lowland（Fukuoka　and　Kagoshima）．Therefore，it　was

appear　that　Ja．panese　lawngrass　was　available　at　many　areas　in　Kyushu　District．　On　the

other　hand，the　production　of　centipedegrass　at　Kuju　was　about60％lower　than　at　Fukuoka

and　about50％lower　than　at　Kagoshima．For　that　reason，it　would　appear　that　the　effect　of

low　temperature　on　production　of　centipe（1egrass　was　high　an（1thus　it　was　difficult　to　culti－

vate　centipe（legrass　in　highland．　But　the　pro（luction　of　centipe（1egrass　was　about27％higher

than　that　of　Japanese　lawngrass　in　Fukuoka　an（1about5％　higher　in　Kagoshima，so

centipedegrass　was　more　suitable　to　be　cultivated　in　lowland　than　in　highland．


